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【基礎コンクリート打設】

11月9、13日に基礎コンクリート打設をおこないま

した。コンクリートの強度については、コンクリー

ト供試体圧縮強度試験報告書でご説明いたします。

写真は、まだ固まらない時のコンクリートの品質検

査です。

 



nakanotakeshi
ノート注釈
基礎のコンクリート部分の強度を、第三者が試験をした報告書です。現場において、コンクリート打設の際に、圧縮強度試験用のコンクリート供試体を製作します。 ３本一組で、150㎥に1回試験体を採取し、20±2℃の水中養生をおこない、 1回の試験結果が、呼び強度の値の85%以上でかつ、3回の試験結果の平均値が呼び強度の値以上であれば合格となります。コンクリートの「圧縮強度」をはかる方法は、コンクリートの供試体（テストピースとも言います）に圧力をかけ、平方ミリメートル当りどの位の圧力に耐えられるかを計測します。強度を表す単位はＮ/mm2。例えば、「24N／mm2」といった場合は、1cm2当たり約240kgもの荷重に耐えられるということになります。

nakanotakeshi
ノート注釈
スランプ：まだ固まらないコンクリートの軟らかさの程度を表す値。フレッシュな(固まらない)状態のコンクリートは、主として水量の多い、少ないにより、コンクリートの軟らかさや流動性が異なる。この軟らかさや流動性の程度を示す一つの試験方法。上の内径が10cm、下の内径が20cm、高さが30cmの鋼製中空のコーンにつめたコンクリートが、コーンを引き抜いた後に最初の高さからどのくらい下がる(スランプする)かを示すものであり、スランプが大きいコンクリートは、軟らかいコンクリートということになる。スランプ18のJISの許容値は、18±2.5。よって問題ありません。

nakanotakeshi
ノート注釈
空気量とは：コンクリート打ちの作業性の改善やコンクリートの耐久性(耐凍害性等)の向上のため、コンクリートを練り混ぜる段階で微小な空気を、AE剤またはAE減水剤と呼ばれるコンクリート用化学混和剤を用いることにより、コンクリート中に導入する方法が、一般的に採用されている。生コンはほとんどの場合、空気量を3～6%入れたコンクリート(AEコンクリート)を製造し、出荷している。JIS A 5308の規格では、普通コンクリートで4.5±1.5%の空気量と規定されている。よって問題ありません。

nakanotakeshi
ノート注釈
3本のコンクリート供試体の平均圧縮強度

nakanotakeshi
ノート注釈
供試体の圧縮強度の平均値Ｘ(32.0)≧品質基準強度24　よって問題ありません。品質基準強度とは：品質のばらつきや施工管理の程度を考慮した施工時の基準となる強度で、設計基準強度に3N/m㎡を加えたもの。

nakanotakeshi
ノート注釈
塩化物含有量：コンクリート中に一定以上の塩化物が存在すると、コンクリート中の鉄筋が錆びやすくなります。JISにおいて、塩化物イオン量を0.30㎏/㎥以下としている。よって問題ありません。

nakanotakeshi
引き出し線
18±2.5の範囲内 OK

nakanotakeshi
引き出し線
4.5±1.5の範囲内 OK

nakanotakeshi
楕円

nakanotakeshi
楕円

nakanotakeshi
引き出し線
32.0≧24 OK

nakanotakeshi
引き出し線
0.027≦0.3 OK

nakanotakeshi
長方形

nakanotakeshi
線

nakanotakeshi
ノート注釈
このコンクリートの「圧縮強度」には、「設計基準強度」と、「呼び強度」の二種類があります。覚えておいて下さい。（厳密にいうと、「品質基準強度」というのもあるのですが、ここではよく使われる「設計基準強度」と「呼び強度」に絞って話をすすめます）そもそもコンクリートとは、一般にセメントに水と砂などの細骨材と砂利などの粗骨剤などを混ぜてつくられます。私たちのような一般人がコンクリートといった場合は、前記のものが固まった状態を指していると考えるのが普通でしょうが、固まる前の、いわゆる「生コン」（正確にはレディーミクストコンクリートというそうです）もコンクリートなのです。そして、生コンの強度のことを「呼び強度」といい、固まった状態のコンクリートの強度のことを「設計基準強度」といいます。なぜ、このように強度に種類があるかというと、それはコンクリートという素材の特性に関係があります。コンクリートは、生コンの状態で現場に持ち込まれ、打ち込まれてから徐々に硬化していきます。よって、どの段階で計ったかによって、同じコンクリートでも強度の値が変わってしまうのです。ちなみに、普通のセメントを使用したコンクリートの硬化力は、打設後、3日後で25%、7日後で45%といわれています。3ヶ月後で約90%の硬化力を発揮し、100%になるのはなんと3年後だそうです。打設後の固まったコンクリートの強度を表す「設計基準強度」は、硬化力約80%を発現する時点の28日の強度を基準にしています。また、さらに話をややこしくするようですが、コンクリートは温度によっても固まるまでの時間が違ってきます。住宅の現場で、基礎の型枠をはずす時間が夏と冬で違うのは、このためです。「呼び強度」は、「設計基準強度」に気温による補正を加えた値のことといわれていますが、要は、現場で荷卸した生コンが所定の材齢（打設後の時間経過を表す用語）までに何N／mm2の圧縮強度を必要とするかの値を記号化したものです。生コンは工場で製造されますが、この「呼び強度」が生コン工場に注文するときの値となります。





nakanotakeshi
ノート注釈
基礎のコンクリート部分の強度を、第三者が試験をした報告書です。現場において、コンクリート打設の際に、圧縮強度試験用のコンクリート供試体を製作します。 ３本一組で、150㎥に1回試験体を採取し、20±2℃の水中養生をおこない、 1回の試験結果が、呼び強度の値の85%以上でかつ、3回の試験結果の平均値が呼び強度の値以上であれば合格となります。コンクリートの「圧縮強度」をはかる方法は、コンクリートの供試体（テストピースとも言います）に圧力をかけ、平方ミリメートル当りどの位の圧力に耐えられるかを計測します。強度を表す単位はＮ/mm2。例えば、「24N／mm2」といった場合は、1cm2当たり約240kgもの荷重に耐えられるということになります。

nakanotakeshi
ノート注釈
スランプ：まだ固まらないコンクリートの軟らかさの程度を表す値。フレッシュな(固まらない)状態のコンクリートは、主として水量の多い、少ないにより、コンクリートの軟らかさや流動性が異なる。この軟らかさや流動性の程度を示す一つの試験方法。上の内径が10cm、下の内径が20cm、高さが30cmの鋼製中空のコーンにつめたコンクリートが、コーンを引き抜いた後に最初の高さからどのくらい下がる(スランプする)かを示すものであり、スランプが大きいコンクリートは、軟らかいコンクリートということになる。スランプ18のJISの許容値は、18±2.5。よって問題ありません。

nakanotakeshi
ノート注釈
空気量とは：コンクリート打ちの作業性の改善やコンクリートの耐久性(耐凍害性等)の向上のため、コンクリートを練り混ぜる段階で微小な空気を、AE剤またはAE減水剤と呼ばれるコンクリート用化学混和剤を用いることにより、コンクリート中に導入する方法が、一般的に採用されている。生コンはほとんどの場合、空気量を3～6%入れたコンクリート(AEコンクリート)を製造し、出荷している。JIS A 5308の規格では、普通コンクリートで4.5±1.5%の空気量と規定されている。よって問題ありません。

nakanotakeshi
ノート注釈
このコンクリートの「圧縮強度」には、「設計基準強度」と、「呼び強度」の二種類があります。覚えておいて下さい。（厳密にいうと、「品質基準強度」というのもあるのですが、ここではよく使われる「設計基準強度」と「呼び強度」に絞って話をすすめます）そもそもコンクリートとは、一般にセメントに水と砂などの細骨材と砂利などの粗骨剤などを混ぜてつくられます。私たちのような一般人がコンクリートといった場合は、前記のものが固まった状態を指していると考えるのが普通でしょうが、固まる前の、いわゆる「生コン」（正確にはレディーミクストコンクリートというそうです）もコンクリートなのです。そして、生コンの強度のことを「呼び強度」といい、固まった状態のコンクリートの強度のことを「設計基準強度」といいます。なぜ、このように強度に種類があるかというと、それはコンクリートという素材の特性に関係があります。コンクリートは、生コンの状態で現場に持ち込まれ、打ち込まれてから徐々に硬化していきます。よって、どの段階で計ったかによって、同じコンクリートでも強度の値が変わってしまうのです。ちなみに、普通のセメントを使用したコンクリートの硬化力は、打設後、3日後で25%、7日後で45%といわれています。3ヶ月後で約90%の硬化力を発揮し、100%になるのはなんと3年後だそうです。打設後の固まったコンクリートの強度を表す「設計基準強度」は、硬化力約80%を発現する時点の28日の強度を基準にしています。また、さらに話をややこしくするようですが、コンクリートは温度によっても固まるまでの時間が違ってきます。住宅の現場で、基礎の型枠をはずす時間が夏と冬で違うのは、このためです。「呼び強度」は、「設計基準強度」に気温による補正を加えた値のことといわれていますが、要は、現場で荷卸した生コンが所定の材齢（打設後の時間経過を表す用語）までに何N／mm2の圧縮強度を必要とするかの値を記号化したものです。生コンは工場で製造されますが、この「呼び強度」が生コン工場に注文するときの値となります。

nakanotakeshi
ノート注釈
供試体の圧縮強度の平均値Ｘ(27.4)≧品質基準強度24　よって問題ありません。品質基準強度とは：品質のばらつきや施工管理の程度を考慮した施工時の基準となる強度で、設計基準強度に3N/m㎡を加えたもの。

nakanotakeshi
ノート注釈
3本のコンクリート供試体の平均圧縮強度

nakanotakeshi
ノート注釈
塩化物含有量：コンクリート中に一定以上の塩化物が存在すると、コンクリート中の鉄筋が錆びやすくなります。JISにおいて、塩化物イオン量を0.30㎏/㎥以下としている。よって問題ありません。
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長方形
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引き出し線
18±2.5の範囲内 OK

nakanotakeshi
引き出し線
4.5±1.5の範囲内 OK
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楕円

nakanotakeshi
引き出し線
27.4≧24 OK

nakanotakeshi
引き出し線
0.021≦0.3 OK
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楕円
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線
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【基礎コンクリート】

型枠をはずした基礎の全景です。

 

【基礎コンクリート】

基礎の立ち上がり部と基礎の床との取り合い部に、

型枠の鋼製のスぺーサーが残ります。錆を防止する

ために錆止め塗装の処置がされていました。適正な

対処がされています。

【外周り配管】

外周りの埋設の給水、排水管が完了していました。

問題は見られませんでした。

 




